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統合の要件
このドキュメントでは、IM and PresenceサービスをMicrosoft Office Communications Serverまたは
Microsoft Live Communications Serverと統合し、Microsoft Office Communicator (MOC)の通話コント
ロール機能を使用するための設定手順について説明します。

このドキュメントでは、IM and PresenceをMicrosoft Office Communications Server（OCS）と統
合する手順について説明します。 IMandPresenceとMicrosoft LiveCommunications Server（LCS）
との間で同様の統合を設定する場合にも、この章をガイドとして参照できます。

（注）

ソフトウェア要件

• IM and Presence Server Release 9.0

• Cisco Unified Communications Manager Server Release 9.0

• Microsoft Office Communications（OCS）2007または 2007 R2 Server, Standardまたは Enterprise

• Microsoft Live Communications（LCS）2005 Server, Standardまたは Enterprise

• Microsoft Office Communicator（MOC）

• Microsoft Windows Server
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• Cisco CSS 11500 Content Services Switch

この統合では、インストールおよび設定を次のように行っていることを前提としています。

•『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』の中
で説明されているように、セットアップおよび設定が済んだ IM and Presenceサーバ。

•『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』の中
で説明されているように、IM and Presenceサーバを Cisco Unified Communications Manager
（CUCM）を使用して正しく導入する必要があります。

• Microsoft社のマニュアルに定義されている要件に従って、Microsoft OCSサーバまたは LCS
サーバをセットアップし、設定していること。

サーバをMicrosoftOCSと統合する前に、IMandPresenceサブクラスタでハイアベイラビリティ
を無効にする必要があります。詳細については、『DeploymentGuide for IMandPresence Service
on Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

注意

統合の概要
•統合の仕組み, （2ページ）

•ラインアピアランス, （4ページ）

統合の仕組み

IM and Presenceを使用すると、企業ユーザがMicrosoft Office Communicator（サードパーティ製デ
スクトップ IMアプリケーション）経由で Cisco Unified IP Phoneを制御できるようになります。
この統合に使用するMicrosoft Office Communicatorクライアントは、Microsoft Live Communications
Server（LCS）2005上またはMicrosoft Office Communications Server（OCS）2007上で実行できま
す。

Microsoft Office Communicatorは、セッション開始要求を IM and Presenceの CTIゲートウェイに送
信し、Cisco Unified CommunicationsManagerに登録されたCisco Unified IP Phoneを制御します（次
の図を参照）。CTIゲートウェイは、要求をCiscoUnifiedCommunicationsManager上のCTIマネー
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ジャに転送します。 Cisco Unified Communications Managerは、同じ経路を反対方向に使用して、
イベントをMicrosoft Office Communicatorアプリケーションに返します。

図 1：統合の概要

IM and Presenceは、最大 8つのCiscoUnified CommunicationsManagerノードとのCTI接続をサポー
トします。つまり、IM and Presenceにおいて最大 8つの CTI接続アドレスを設定できます。

Microsoft Office Communicatorは、セッション開始要求を IM and Presenceに送信します。これら
の要求は、IM and Presenceに設定された CTI接続アドレスへラウンドロビン順でルーティングさ
れます。たとえば、1番目の要求は最初の CTIノードにルーティングされ、2番目の要求は、次
の CTIノードにルーティングされます。 CTI接続アドレスにはその設定順にプライオリティが割
り当てられます。デュアルノードの IM and Presenceクラスタが導入される場合、ロードバラン
サを使用する必要があります。このシナリオでは、ロードバランサはMicrosoftOfficeCommunicator
クライアントから IM and Presenceパブリッシャノードおよびサブスクライバノードにラウンド
ロビン順にセッション開始要求を送信します。MicrosoftOfficeCommunicatorリモートコントロー
ルクライアントをサポートするように設定されている場合、IM and Presenceクラスタ内には最大
2つのノードが存在します。

デュアルノード IMandPresenceクラスタでは、ロードバランサを使用することで、MicrosoftOffice
Communicatorクライアントからパブリッシャおよびサブスクライバ IM and Presenceノードへの
セッション開始要求の送信をラウンドロビンで行うことができます。

IM and Presence上の CTIゲートウェイは、起動すると、設定済みリストにあるすべての CTI接続
アドレスに接続し、定期的にハートビートメッセージを送信することでそれぞれの接続をモニタ

します。Microsoft Office Communicatorユーザがサインインすると、Microsoft OCSは、CSTAボ
ディを含めた SIP INVITE要求を CTIゲートウェイに送信してユーザの Cisco Unified IP Phoneをモ
ニタします。CTIゲートウェイは、そのMicrosoft Office Communicatorユーザ用のセッションを作
成し、ロードバランシングメカニズムを使用して、そのユーザから任意のCTI接続アドレスへの
セッション開始要求の送信を行います。

CSTAアプリケーションセッションが確立されると、デバイスの監視、コールの発信、コールの
転送、デバイス制御のステータスの変更など、さまざまなアクティビティのための一連のSIPINFO
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メッセージがMicrosoft Office Communicatorと CTIゲートウェイの間で交換されます。このメッ
セージ交換は、最初のセッション確立に使用したのと同じ CTI接続アドレスで送信されます。

各 CTIマネージャへの接続がいずれも失敗した場合は、接続が使用可能になるまで、Microsoft
OfficeCommunicatorからの発信コール要求が返送されます。CiscoUnifiedCommunicationsManager
ノードがダウンしている場合は、CTIゲートウェイが定期的にそのノードとの接続の再確立を試
みます。 Cisco Unified Communications Managerノードが使用可能になると、CTIゲートウェイが
そのノードに再接続し、接続をモニタします。この場合、Microsoft OCSが（セッション中の）
SIP INFO要求を送信すると、新規接続となるため、CTIゲートウェイの CTIマネージャ接続 ID
は別のものになります。Microsoft Office Communicatorは、新規 SIP INVITEメッセージを送信し
ますが、Microsoft Office Communicatorユーザは再度サインインする必要はありません。

関連トピック

ラインアピアランス, （4ページ）
この統合の冗長性の設定

ラインアピアランス

リモート通話コントロール機能を使用する電話機をユーザが選択すると、IM and Presenceでは、
Microsoft Office Communicatorから制御するラインアピアランスも選択されることになります。
ラインアピアランスとは、回線とデバイスとの関連付けのことです。CiscoUnifiedCommunications
Managerでは、管理者は、1つのデバイスを複数の回線に関連付けたり、1つの回線を複数のデバ
イスに関連付けたりできます。一般に、相互に関連付ける回線やデバイスを指定してラインアピ

アランスを設定するという作業は、Cisco Unified Communications Manager管理者の役割です。

関連トピック

Cisco Unified Communications Managerでのユーザおよびデバイスの設定

ライセンス要件
各Microsoft Lync RCCユーザに IM and Presenceを割り当てる必要があります。 IM and Presence機
能は、User Connect Licensing（UCL）と Cisco Unified Workspace Licensing（CUWL）の両方に含ま
れています。詳細については、『Cisco Unified Communications Manager Enterprise License Manager
User Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Managerの [エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィン
ドウで IM and Presenceをユーザに割り当てることができます。詳細については、『Cisco Unified
Communications Manager Administration Guide』を参照してください。
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詳細情報

IM and Presence

IM and Presenceの追加マニュアルについては、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

Cisco Unified Communications Manager

Cisco Unified Communications Managerのマニュアルについては、次の URLを参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/tsd_products_support_series_home.html

Microsoft Active Directory

Microsoft Windows Server Active Directoryの詳細については、次の URLを参照してください。

http://technet2.microsoft.com/windowsserver/en/technologies/featured/ad/default.mspx
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